
高速アナログ検査ライブラリ

高速アナログ検査ライブラリが解決します！

システム構成図

コントローラ　NJ/NX/NYシリーズ用　Sysmac Library

アナログ検査で使用する演算式をファンクションブロック（FB）でご提供します。
演算 /判定の PLC プログラム設定工数を削減し、アナログ検査機の汎用コントローラ化に貢献します。

専用計測器・PCで実現していた高速アナログ検査を汎用コントローラ化したい

課題1 今まで、専用計測器・PCで構成していたデータ収集・検査プログラムを汎用コントローラに簡単に
置き換えられない。

課題2 最大値などの特徴量だけでなく、取得したアナログ波形データの形状から、判定を実施したいが
実現方法が分からない。
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≪回転特性検査≫
回転体部品（モータ、ベアリングなど）の回転数
の最大値や最小値など特徴量が規定能力を満
たしているか検査する。

計算する：特徴量演算FB

判定する：上下限テストFB

最大値・最小値の特徴量演算はもちろん、標準偏差などアナログ検査で使
用する演算プログラムを FB でご提供します。

計算する計算する：特徴量演算特徴量演算FB

≪装置状態検査≫
装置の予知保全を実施するために、あらゆる制
御データを取得し、装置の通常動作時のデータ
と異常動作時のデータを比較する。

集める：データレコーダFB
取得したアナログデータを、ひとつの配列変数に連結し、時系列ログデー
タを作成する。

あらかじめ記録した良品の測定データを基準データとして、検査対象の測
定データが設定した許容差内にあるかどうかを判定します。合否判定する
データの区間は自由に設定することができます。

高速アナログ検査ライブラリのFBが
演算/判定のプログラム設定工数を削減し、
アナログ検査機の汎用コントローラ化に貢献します
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≪溶接品質検査≫
溶接時の電圧値や電流値などを測定し溶接不
良が発生していないかを検査するため波形形
状で管理を実施する必要がある。時間
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Sysmacは、オムロン株式会社製FA機器製品の日本及びその他の国における商標または登録商標です。
EtherCAT®は、ドイツBeckhoffAutomation GmbHによりライセンスされた特許取得済み技術であり登録商標です。
EtherNet/IPTMはODVAの商標です。
その他、記載されている会社名と製品名などにつきましては、各社の登録商標または商標です。
Shutterstock.comのライセンス許諾により使用している画像を含みます。
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対象形式

ファンクションブロック（FB）仕様

マシンオートメーションコントローラ
NJ/NXシリーズCPUユニット

産業用PCプラットフォーム
NYシリーズIPCマシンコントローラ

形NY5□□-1

形NY5□□-5

オートメーションソフトウェア
Sysmac Studio

形NX-HAD□□□NXシリーズ 高速アナログ入力ユニット

注.対応バージョンはSysmac Libraryカタログ（SBCZ-049）を参照してください。

名称 形式

FB名名称 機能

形NX701-1□□□/ 形NJ101-□□□□

形NJ501-□□□□/ 形NJ301-□□□□

形NX1P2-□□□□□□(1)

形NX502-□□□□

形NX102-□□□□

デバイス出力データ結合

NXシリーズ高速アナログ入力
ユニット用スケール変換

NXシリーズ高速アナログ入力
ユニット用上下限警報

トリガ制御

データレコーダ

上下限テスト

特徴量演算

ログデータCSVファイル書込

ログデータCSVファイル読出

DeviceVariableToArray_***

ScaleTrans_HAD

LimitAlarm_HAD

TrigControl

DataRecorder

LimitTest

CalcFeatureValues

LogDataToCSV

CSVToLogData

NXシリーズ高速アナログ入力ユニットから取り込んだ、1周期分の
アナログ入力値をひとつの配列変数に結合します。

NXシリーズ高速アナログ入力ユニットから取り込んだデータのス
ケール変換を行います。

NXシリーズ高速アナログ入力ユニットから取り込んだデータに対
して上上限、上限、下限、下下限の警報を行います。

DataRecorder FBが、ログデータの記録を開始するトリガ情報を生
成します。

指定した配列要素数の入力値を毎周期、1つの配列変数に連結し、
時系列ログデータを作成します。

テスト対象データ配列の各要素値が、検査基準マスタデータの許容
範囲内に収まっているかどうかを検査します。

テスト対象の配列データに対し、平均、標準偏差、歪度、尖度、最
大値、最小値を演算します。 

DataRecorder FBにで作成したログデータをSDメモリカードにCSV
形式ファイル(*.csv)で出力します。
LimitTest FBの検査基準データとして、SDメモリカードに記録されたロ
グデータをCSV形式のファイルからLogData[ ]配列変数に読み出します。
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